
ひめは、こわくなって、ひきかえそうとしましたが、

もう、ひきかえすちからが、ぬけてしまいまして、ひ

めは、あまりのおそろしさに、つたにすがりながら、

なきだしました。そのこえをききつけたのか、はるか

がけのしたのくさはらへ、おおぜいのひとがでて、ひ

めのすがたを、みあげていましたが、がけがあんまり

たかいので、そのひとたちが、まるでありのように、

みえました。これをみると、ひめは、いっそうおそろ

しくなって、てとあしで、つたにかじりついて、ぶる

ぶるふるえていますと、そのなかに、はるかしたのほ

うから、ひめのつかまっていたつたをつたって、のぼ

ってくるものが、あります。だんだん、ちかづいてみ

ますと、それはくろいふくに、ずぼんをはいて、しろ

いくつに、あかいふくめんをした、きみょうなにんげ

んでしたが、さもかるそうに、ひめをひっかかえます

と、ひめのからだに、なにやら、ちいさなつつみのひ

ものようなものを、くくりつけますと、いきなり、ひ

めのからだを、。、なげおとしましたおしゃべりひめは

びっくりして、おもわず、「あれー」と、さけびまし

たが、まもなくぽかーんと、おおきなおとが、したと



おもうと、ひめのあたまのうえで、おおきなかさが、

ひらいて、おりからふくかぜにつれて、むこうにみえ

るおしろのほうへ、ふわりふわりと、とんでいきまし

た。ひめは、またびっくりしましたが、それでも、い

のちが、たすかったので、ほっとあんしんしました。


